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【 １ ． 政 策 動 向 ・ 展 望 エ ッ セ イ    １ 】      

韓 国 の 外 国 語 教 育 政 策 、正 確 に 評 価 す べ

き   

長谷川    由起子   

昨 今 の 日 本 の 英 語 教 育 改 革 は 、 韓 国 の 英 語 教 育 政 策 の 後

追 い を し て い る よ う に 感 じ ら れ ま す 。 日 本 の 英 語 教 育 失 敗

の 根 拠 と し て し ば し ば 挙 げ ら れ る TOEFL、 TOE IC の 国 家

別 平 均 点 の 経 年 変 化 を 見 る と 、 日 本 は こ こ 15 年 ほ ど 微 上

昇 に 留 ま っ て い る の に 対 し 、 韓 国 は 明 ら か な 上 昇 を 見 せ て

お り 、小 学 校 3 年 生 か ら 英 語 を 教 え 始 め た 1997 年 改 訂 の

教 育 課 程 （ 日 本 の 学 習 指 導 要 領 に あ た る ） の 成 果 が 現 れ て

い る よ う に 見 え ま す 。 し か し 、 韓 国 で は こ の 頃 か ら の 英 語

教 育 ブ ー ム に よ り 、 中 高 生 、 大 学 生 は も ち ろ ん 、 語 学 留 学

や 学 校 外 で の 英 語 教 育 の 過 熱 が 小 学 生 以 下 に ま で 及 ん だ こ

と が 社 会 問 題 化 す る ほ ど で あ り 、 TOEFL、 TOE IC の 点 数

上 昇 は 、 そ の 影 響 に よ る も の か も し れ な い と い う 点 を 考 慮

す べ き で し ょ う 。   

一 方 、 1974 年 以 来 、 高 等 学 校 で 選 択 必 修 と さ れ て き た

第 二 外 国 語 が 2009 年 の 教 育 課 程 改 訂 で 必 修 で は な く な

っ た 点 を 捉 え て 、 韓 国 で も 英 語 以 外 の 外 国 語 の 地 位 は 低 下

し た 、と 指 摘 す る 向 き が あ り ま す 。確 か に 1997 年 の 第 7

次 教 育 課 程 が 国 内 外 の グ ロ ー バ ル 化 を 見 据 え 、 第 二 外 国 語

と し て ド イ ツ 語 、 フ ラ ン ス 語 、 ス ペ イ ン 語 、 ロ シ ア 語 、 中

国 語 、 日 本 語 の ほ か に ア ラ ビ ア 語 を 加 え た 点 や 、 中 学 校 で

も 第 二 外 国 語 を 選 択 で き る よ う に し た 点 な ど と 比 べ る と 、
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2009 年 改 訂 は 大 き な 後 退 で あ っ た と 言 え ま す 。 し か し 、

実 際 は 今 な お 選 択 科 目 と し て ほ と ん ど の 高 校 で 第 二 外 国 語

が 教 え ら れ て お り 、 ソ ウ ル 大 学 を 受 験 す る に は 第 二 外 国 語

が 必 須 で あ る と い う こ と か ら し て も 、 英 語 以 外 の 外 国 語 の

地 位 が 日 本 の よ う に 低 い わ け で は な い の で す 。   

韓 国 の 外 国 語 教 育 事 情 と し て 考 慮 す べ き は 、 外 国 語 高 校

の 存 在 で す 。 外 国 語 高 校 と は 、 英 語 、 ド イ ツ 語 、 フ ラ ン ス

語 、 日 本 語 な ど の 外 国 語 に 優 れ た 人 材 を 養 成 す る こ と が 目

的 で 80 年 代 に 設 置 さ れ は じ め 、 現 在 、 全 国 に 31 校 あ り

ま す が 、 中 学 校 で の 成 績 優 秀 者 が こ ぞ っ て 外 国 語 高 校 を 目

指 す た め 、 外 国 語 高 校 が 超 進 学 校 化 し て し ま い 、 公 教 育 を

歪 め る と し て 批 判 に さ ら さ れ ま し た 。 一 般 の 高 校 に お い て

第 二 外 国 語 の 学 習 ／ 教 育 に 熱 が 入 ら ず 、 相 対 的 に 地 位 が 低

下 し た の は 、 い く ら 頑 張 っ て も 大 学 入 試 で 外 国 語 高 校 の 生

徒 と 競 争 に な ら な い た め で も あ る の で す 。 2009 年 に は 外

国 語 高 校 の エ リ ー ト 校 化 を 防 ぎ 、 外 国 語 が 堪 能 な 人 材 の 育

成 と い う 本 来 の 目 的 に 戻 す た め に 、 い く つ か の 縛 り が で き

て 問 題 は 多 少 解 消 さ れ た と い い ま す が 、 成 績 上 位 者 が 集 ま

る の は 相 変 わ ら ず で あ り 、 依 然 と し て 外 国 語 が で き る こ と

が エ リ ー ト へ の 道 と な っ て い る の で す 。   

そ の 一 方 で 、 2006 年 か ら 外 国 人 単 純 労 働 者 を 受 け 入 れ

る よ う に な っ て 、 韓 国 社 会 に ベ ト ナ ム 人 移 民 が 増 え た こ と

な ど に よ り 、 2012 年 に は 中 高 の 第 二 外 国 語 に ベ ト ナ ム 語

が 追 加 さ れ ま し た 。 そ の 運 用 に つ い て は 、 大 学 修 学 能 力 試

験 （ 日 本 の セ ン タ ー 入 試 に あ た る ） に お け る 受 験 状 況 が 教

育 実 態 を 反 映 し て お ら ず 、入 試 戦 略 に 利 用 さ れ て い る な ど 、

問 題 が あ る の も 事 実 で す が 、 少 な く と も 隣 人 の 言 語 と 文 化

を 理 解 し 、 足 元 の グ ロ ー バ ル 化 を 目 指 す と い う 外 国 語 教 育

の 理 念 を 、 国 家 と し て し っ か り 打 ち 出 し て い る こ と が 窺 え

る 例 だ と 言 え る で し ょ う 。   

経 済 界 に お い て も 、 半 導 体 や 家 電 製 品 で 日 本 の 各 メ ー カ

ー を 凌 駕 し 世 界 を 席 巻 し た サ ム ソ ン 電 子 は 、 90 年 代 か ら

「 現 地 化 」 を 合 言 葉 に 、 製 品 を 売 り 込 む 相 手 地 域 の 言 葉 と

文 化 を 非 常 に 重 視 し ま し た 。 売 り 込 み 先 の ニ ー ズ を 汲 み 取

り 、 相 手 の ハ ー ト を 掴 む た め に 、 部 課 長 ク ラ ス を 対 象 に 集

中 的 に 現 地 の 言 葉 を 教 育 し 、 現 地 に 送 り 込 ん で 生 活 習 慣 や

価 値 観 を 把 握 さ せ て き た の で す 。 も ち ろ ん 利 益 を 最 大 化 す

る た め の 戦 略 以 外 に ほ か な ら な い の で す が 、 企 業 の グ ロ ー

                                   

長谷川由起子（はせ

がわ・ゆきこ）   

★ 九 州 産 業 大 学 ・ 准 教

授 。 専 門 は 韓 国 語 、 韓

国 語 教 育 。 大 学 生 向 け

の 韓 国 語 教 材 の ほ か 、

関 西 の 高 校 教 員 ら と 共

同 で 『 高 校 生 の た め の

韓 国 朝 鮮 語 	
 好 き や ね

ん ハ ン グ ル Ⅰ ・ Ⅱ 』 制

作 。   

                                      

政策動向・展望
エッセイ１  
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バ ル な 発 展 の た め 、 「 と に か く 英 語 の で き る 人 材 を 」 と い

う 考 え 方 の 日 本 企 業 と は 、 そ の 発 想 に お い て 大 き な 違 い を

感 じ ざ る を 得 ま せ ん 。   

韓 国 の 外 国 語 教 育 政 策 に は 、 独 特 の 教 育 環 境 と 絡 む 様 々

な 問 題 点 が あ り 、 す べ て が 手 放 し で 素 晴 ら し い と は 言 え ま

せ ん が 、 見 習 う べ き 点 は 大 い に あ る と 考 え ま す 。 少 な く と

も 日 本 の 外 国 語 政 策 立 案 者 は 、 英 語 教 育 の 成 功 に だ け 学 ぶ

の で は な く 、 英 語 以 外 の 外 国 語 の 教 育 実 態 や 位 置 づ け な ど

に も き ち ん と 目 を 向 け て い た だ き た い も の だ と 思 い ま す 。   

  

【 １ ． 政 策 動 向 ・ 展 望 エ ッ セ イ    ２ 】   

観 光 立 国 化 の 中 の 多 言 語 対 応 政 策   

藤井    久美子   

内 閣 総 理 大 臣 で あ っ た 小 泉 純 一 郎 氏 が 2003 年 に 観 光

立 国 宣 言 を し て か ら 11 年 後 の 2013 年 、日 本 は よ う や く 、

訪 日 外 国 人 旅 行 者 数 1000 万 人 と い う 目 標 を 達 成 し た 。

2003 年 当 時「 2010 年 に は 1000 万 人 」と 考 え て い た が

実 際 は 861 万 人 で 、 そ の 後 は 東 日 本 大 震 災 の 影 響 な ど も

あ り 、1000 万 人 に 届 い た の は 2013 年 も 年 の 瀬 の 12 月

20 日 の こ と で あ っ た 。 そ の 2013 年 に は 、 日 本 の 観 光 政

策 に 多 大 な 影 響 を 与 え る 世 界 的 な 決 定 が な さ れ た 。 2020

年 の 第 32 回 夏 季 オ リ ン ピ ッ ク ・ 第 16 回 夏 季 パ ラ リ ン ピ

ッ ク 競 技 大 会 の 開 催 地 が 東 京 に 決 ま っ た の で あ る 。 こ の 日

以 降 、日 本 で は 2020 年 に 向 け て さ ま ざ ま な 事 柄 が 具 体 的

に 議 論 さ れ る よ う に な っ た 。   

そ も そ も 、 観 光 立 国 化 が 唱 え ら れ た 背 景 に は 、 日 本 人 海

外 旅 行 者 に 比 し て 訪 日 外 国 人 旅 行 者 の 少 な い こ と が あ る 。

2001 年 時 点 で 、 1600 万 人 以 上 の 日 本 人 が 海 外 旅 行 を す

る の に 対 し 、 海 外 か ら は 480 万 人 弱 し か 日 本 を 訪 れ て い

な か っ た 。こ れ は 国 際 旅 行 収 支 に す る と 約 3.5 兆 円 の 赤 字

で あ る 。そ こ で 、観 光 立 国 化 の た め に 2003 年「 ビ ジ ッ ト

ジ ャ パ ン 事 業 」 が 開 始 さ れ た 。 2006 年 に は 「 観 光 立 国 推

進 基 本 法 」も 制 定 さ れ（ 施 行 は 2007 年 1 月 ）、観 光 立 国

化 は 重 要 な 国 家 政 策 と さ れ た 。そ の 後 は 、2007 年 6 月 に

「 観 光 立 国 推 進 基 本 計 画 」 の 閣 議 決 定 、 2008 年 10 月 に

                                      

藤 井 久 美 子 (ふ じ い ・

くみこ )  

★ 宮 崎 大 学 教 育 文 化 学 部

准 教 授 。 専 門 は 言 語 政 策 。

対 象 地 域 は 、 近 現 代 中

国 ・ 台 湾 、 華 僑 ・ 華 人 の

居 住 地 域 、 日 本 国 内 。   

最 近 は 、 言 語 景 観 研 究 を

発 展 さ せ る 一 つ の 方 向 性

と し て 、 観 光 立 国 化 の 中

の 多 言 語 対 応 に つ い て の

研 究 も 行 っ て い る 。   
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は 観 光 庁 の 設 置 、 さ ら に 、 2012 年 3 月 に は 、 新 「 観 光 立

国 推 進 基 本 計 画 」 が 閣 議 決 定 し た 。   

で は 、 こ の 過 程 で 観 光 分 野 に 関 連 し た 言 語 政 策 は ど の 程

度 進 展 し た の で あ ろ う か 。 2013 年 に 引 き 続 き 発 表 さ れ た

「 観 光 立 国 実 現 に 向 け た ア ク シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム 2014」

（ 2014 年 6 月 ） で は 、 6 つ の 柱 の 一 つ に 「 外 国 人 旅 行 者

の 受 入 環 境 整 備 」 が 挙 げ ら れ 、 ま ず 「 多 言 語 対 応 の 改 善 ・

強 化 」が 唱 え ら れ た 。こ の 中 で は 、「 観 光 立 国 実 現 に 向 け た

多 言 語 対 応 の 改 善 ・ 強 化 の た め の ガ イ ド ラ イ ン 」（ 2014

年 3 月 ） に 従 っ て 、「 外 国 人 旅 行 者 が 出 来 る だ け 『 言 葉 の

壁 』を 感 じ る こ と な く 訪 日 旅 行 を 楽 し む こ と が 出 来 る よ う 、

美 術 館 ・ 博 物 館 、 自 然 公 園 、 観 光 地 、 道 路 、 公 共 交 通 機 関

等 に お け る 多 言 語 対 応 」を 推 進 す る こ と が 求 め ら れ て い る 。

「 多 言 語 ア プ リ の 活 用 」 や 「 外 国 人 が 利 用 し や す い タ ク シ

ー サ ー ビ ス 等 」 な ど は 2014 年 版 で 新 た に 盛 り 込 ま れ た 。  

オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク の 開 催 決 定 以 降 、 政 府 に

よ る 訪 日 外 国 人 旅 行 者 の た め の 多 言 語 対 応 へ の 取 り 組 み は

一 気 に 加 速 し た 。 こ の こ と は 望 ま し い 方 向 性 で あ る と 考 え

る 。 し か し 、 そ も そ も 、 多 言 語 対 応 は 訪 日 外 国 人 「 旅 行 」

者 の た め だ け に あ る の で は な い 。日 本 に は 、2014 年 6 月

末 現 在 、 約 209 万 人 の 在 留 外 国 人 （ 総 人 口 比 1.64％ ） が

滞 在 し て お り 、 観 光 立 国 化 の 動 き と は 関 係 な く 言 語 政 策 の

中 で 考 慮 さ れ る べ き 存 在 で あ る 。 オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン

ピ ッ ク 開 催 が 決 定 し た 2013 年 9 月 後 半 、マ ス コ ミ は 一 斉

に 道 路 標 識 の 英 語 表 記 の 問 題 な ど を 取 り 上 げ た が 、 こ う し

た 動 き は 筆 者 に は 奇 妙 な も の に 映 っ た 。 な ぜ な ら 、 観 光 推

進 政 策 と 直 接 結 び つ く も の で は な か っ た が 、 研 究 者 の 世 界

に は 「 言 語 景 観 」 な ど 関 連 す る 分 野 で す で に 研 究 の 蓄 積 が

あ り 、 そ の 一 部 と し て 、 表 記 の 問 題 な ど は 以 前 か ら 議 論 さ

れ て き て い た か ら で あ る 。 に も 関 わ ら ず 、 急 に 問 題 視 さ れ

る よ う に な っ た 。 政 府 は 、 訪 日 外 国 人 旅 行 者 数 の 目 標 値 を

2020 年 に 2000 万 人 、 2030 年 に は 3000 万 人 と し て

い る が 、 こ れ か ら は 観 光 分 野 で の 多 言 語 対 応 の 改 善 ・ 強 化

や 新 規 施 策 の 推 進 が 、 い く ら か で も 、 日 本 に 「 い る 」 す べ

て の 外 国 人 に と っ て 、 望 ま し い 言 語 政 策 の 進 展 、 実 現 に つ

な が る こ と を 期 待 し た い 。 そ の た め に も 、 今 後 は こ れ ま で

の 研 究 蓄 積 と 観 光 分 野 に 関 連 し て 進 展 し て い く で あ ろ う 言

語 政 策 の 研 究 と を つ な げ て 、 日 本 人 も 含 む す べ て の 人 の た

政策動向・展望
エッセイ 2  
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め に 多 種 多 様 な 言 語 に よ る 対 応 が 充 実 す る こ と が 重 要 に な

る と 考 え て い る 。   

  

【 2． 研 究 動 向 ・ 展 望 エ ッ セ イ    １ 】   

外 国 人 観 光 客 オ モ テ ナ シ の た め の 言 語

管 理   

加藤    好崇   

昨 年 初 め て 訪 日 外 客 数 が 1,000 万 人 を 超 え た が 、 日 本

政 府 は 2,000 万 人 の さ ら な る 高 み を 目 指 し て 多 く の 施 策

を 打 ち 出 し て い る 。 日 本 政 府 観 光 局 の 平 成 24 年 の 調 査 に

よ る と 訪 日 目 的 の 第 1 位 は 観 光 で あ り 全 体 の 約 80％ を 占

め て い る 。 こ の 中 に は 買 い 物 、 日 本 文 化 体 験 、 日 本 人 と の

ふ れ 合 い な ど 様 々 な ニ ー ズ が 含 ま れ る が 、 当 然 こ れ ら の ニ

ー ズ の 達 成 度 が 外 国 人 観 光 客 の 増 加 や リ ピ ー タ ー の 増 加 に

も 繋 が る 。   

現 在 、筆 者 は こ の 外 国 人 観 光 客 の 目 的 の 一 つ で あ る 日 本

人 と の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン に つ い て の 研 究 を 行 っ て い る 。

旅 行 中 の 接 触 場 面 は 様 々 な 状 況 で 起 き る で あ ろ う が 、 特 に

外 国 人 観 光 客 に と っ て は 日 本 文 化 実 践 の 場 と な る 和 式 旅 館

に お け る イ ン タ ー ア ク シ ョ ン に 焦 点 を 置 い て い る 。 観 光 の

分 野 で は 宿 泊 施 設 な ど で ホ ス ト が ゲ ス ト に 対 し て 行 う 言 語

或 い は 非 言 語 行 動 を 「 接 遇 」 と 呼 ん で い る が 、 こ の 用 語 は

基 本 的 に ホ ス ト か ら ゲ ス ト へ の 一 方 向 性 が 強 く 含 意 さ れ て

い る 。 こ う い っ た 一 方 向 性 を 前 提 と し た ホ ス ト の 言 語 使 用

域 を ツ ー リ ス ト ・ ト ー ク と 呼 ん で 分 析 対 象 と し た も の に は

Cohen  &   Cooper   (1972)の 研 究 が あ る 。ま た 加 藤（ 2014）

も デ ー タ 収 集 の 制 限 か ら ホ ス ト 側 の み の 言 語 行 動 を 分 析 し

て い る 。  

こ の 接 遇 に 関 わ る 施 策 は 多 く な く 、 国 レ ベ ル で は 例 え ば

観 光 庁 （ 2014） が 旅 館 ブ ラ ン ド の 構 築 を 謳 っ て い る も の

の 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 自 体 に 関 し て は 単 に そ の 点 火 に 繋

が る 経 営 者 の 意 識 改 革 を 促 し て い る に 過 ぎ な い 。 一 方 、 宿

泊 施 設 レ ベ ル で は 外 国 語 学 習 、 貼 り 紙 、 観 光 ガ イ ド の 活 用

な ど 細 か な 言 語 管 理 の 事 例 が 報 告 さ れ て い る （ 観 光 庁

2007）。ま た 、最 も ミ ク ロ な 談 話 レ ベ ル で は 談 話 構 造 の 定

                                   

加 藤 好 崇 ( か と

う・よしたか )  

★ 東 海 大 学 教 授 。 専

門 は 日 本 語 教 育 、 接

触 場 面 研 究 、 社 会 言

語 学 。 最 近 は 観 光 接

触 場 面 に つ い て 主 に

研 究 を 行 っ て い る 。   
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型 化 、プ ラ イ ベ ー ト な 話 題 導 入 な ど の 管 理 が 見 ら れ て お り 、

さ ら に は ホ ス ト ・ ゲ ス ト 間 の 関 係 変 容 に つ い て も 報 告 さ れ

て い る （ 加 藤 2014）。 こ う い っ た 談 話 レ ベ ル で の 接 遇 の

あ り 方 は 母 語 場 面 で の 「 お も て な し 」 と は 異 な る 外 国 人 観

光 客 に 対 す る 「 オ モ テ ナ シ 」 の 存 在 を 示 し て い る 。   

接 遇 は 基 本 的 に 母 語 場 面 に お い て 日 本 人 が 日 本 人 に 対 し

て 行 う も の で あ る か ら お 互 い の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン 規 範 が

推 測 で き 、 一 方 向 性 で も 問 題 は 少 な い 。 し か し 、 様 々 な 文

化 背 景 、 母 語 を 持 っ た 外 国 人 が 来 た 場 合 、 も て な そ う と す

る 気 持 ち は 同 じ で も 、 必 ず し も 従 来 の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン

で は 対 応 し き れ な い 部 分 も あ る だ ろ う 。 接 触 場 面 で は 規 範

の 動 態 性 が 高 い と い う 点 は す で に 指 摘 さ れ て い る と こ ろ で

あ る が 、 母 語 場 面 に お け る お も て な し を そ の ま ま 適 用 し よ

う と す る と 、 や は り 日 本 語 以 外 の 言 語 で は 十 分 に も て な し

が で き な い と 判 断 し 、 そ の 結 果 外 国 人 観 光 客 の 受 入 れ 自 体

を 躊 躇 す る と い う こ と に も な る 。   

今 後 は 従 来 の ホ ス ト ・ ゲ ス ト 間 の 人 間 関 係 に 基 礎 を 置 く

こ れ ま で の 接 遇 の 捉 え 方 を 、 接 触 場 面 に お け る 新 た な ホ ス

ト ・ ゲ ス ト 関 係 の 再 構 築 の 中 で 、 外 国 人 観 光 客 に 対 す る 接

遇 の あ り 方 、 オ モ テ ナ シ の 言 語 管 理 が 必 要 に な っ て く る で

あ ろ う 。   

Cohen ,   E .   &   Cooper ,   R .    L . (1986)   Language   and    tou r i sm .   

Anna l s   o f   Tour i sm   Resea rch .   13 .   pp .533-563 .   

加 藤 好 崇 （ 2014）「 宿 泊 施 設 に お け る ツ ー リ ス ト ・ ト ー ク の 分

析 」 日 本 言 語 政 策 学 会 2014 年 度 研 究 大 会   

観 光 庁 （ 2007）「 訪 日 外 国 人 受 入 接 遇 教 本 」   

<   h t tp : / /www.m l i t . go . j p /common/000059326 .pd f >   

観 光 庁 産 業 課 （ 2014） 「 宿 泊 施 設 に お け る 情 報 提 供 の 現 状 ・

課 題 と 今 後 の 方 向 性 」   

<   h t tp : / /www.m l i t . go . j p /common/001038641 .pd f >   

  

研究動向・展望
エッセイ１  



7   日本言語政策学会ニューズレター  

 

 

【 2． 研 究 動 向 ・ 展 望 エ ッ セ イ    ２ 】   

ヨ ー ロ ッ パ に お け る 日 本 語 教 育 の 実 践

報 告 会 に 参 加 し て   

高    民定   

2001 年 に 欧 州 評 議 会 が ヨ ー ロ ッ パ 言 語 共 通 参 照 枠 組

（ 以 下 CEFR） を 発 表 し て 以 来 、 CEFR は EU の 言 語 の み

な ら ず 、 ヨ ー ロ ッ パ 全 体 の 外 国 語 教 育 政 策 に ま で 共 通 の 枠

組 み と し て 使 用 さ れ つ つ あ る 。 日 本 語 教 育 も こ う し た 動 き

に 合 わ せ 、 国 際 交 流 基 金 が 中 心 と な り 、 国 内 外 に お け る 日

本 語 教 育 の あ り 方 に つ い て 議 論 を 重 ね て き た 。 2010 年 に

発 表 さ れ た JF   日 本 語 教 育 ス タ ン ダ ー ド は CEFR の 考 え を

基 礎 に し て 作 成 さ れ た 日 本 語 教 育 の 共 通 枠 で 、 現 在 そ の 使

い 方 に 注 目 が 集 ま っ て い る 。   

一 方 、 ヨ ー ロ ッ パ 日 本 語 教 師 会 (以 下 AJE)で は 、 ヨ ー ロ

ッ パ に お い て 非 ヨ ー ロ ッ パ 言 語 で あ る 日 本 語 を 外 国 語 の 一

つ と し て 普 及 ・ 発 展 さ せ る た め に 、 2011 年 か ら

AJE-CEFR プ ロ ジ ェ ク ト を 発 足 し 、調 査 、教 師 研 修 、評 価

基 準 と い う ３ つ の グ ル ー プ 活 動 を 新 た に ス タ ー ト さ せ 、 ヨ

ー ロ ッ パ に お け る CEFR の 実 態 調 査 や 教 育 現 場 へ の 支 援 、

評 価 基 準 な ど の 支 援 活 動 を そ れ ぞ れ 行 っ て い る 。 筆 者 が 昨

年 ロ ン ド ン 滞 在 中 に 参 加 し た 英 国 日 本 語 教 育 学 会 (以 下

BATJ)の セ ミ ナ ー 1 で も こ う し た CEFR に 基 づ く 日 本 語 教

育 の プ ロ ジ ェ ク ト の 様 々 な 実 践 的 試 み が 報 告 さ れ て い た 。

CEFR の 発 信 地 域 で の 日 本 語 教 育 の 試 み で あ っ た だ け に 示

唆 す る 点 が 多 く 、以 下 で は そ れ に つ い て と り あ げ 、多 言 語 、

多 文 化 の 環 境 で の 日 本 語 教 育 の 課 題 に つ い て 考 え て み た い 。  

第 一 に 、 CEFR に 関 す る 読 み 直 し と 共 通 理 解 が あ る 。 今

回 の セ ミ ナ ー で 報 告 さ れ た プ ロ ジ ェ ク ト に お い て ま ず 行 わ

れ て い た の は 、 CEFR を 積 極 的 に 読 み 解 く こ と に よ り プ ロ

ジ ェ ク ト に 参 加 す る メ ン バ ー 間 で 共 通 の 理 解 と 解 釈 を 深 め

る こ と で あ っ た 。そ こ で は CEFR を 単 に ツ ー ル と し て 考 え

使 う だ け で は な く 、 そ の 成 立 背 景 に あ る 理 念 を 理 解 し 、 ま

た 日 本 語 教 育 の 状 況 に 照 ら し 合 わ せ 、 共 通 の 認 識 の も と に

教 育 現 場 に 取 り 入 れ て い く と い う 考 え が 伺 え た 。   

                                      

高    民 定 (こ う ・ み ん

じょん )  

★専 門 は 日 本 語 教 育 、

と く に 接 触 場 面 研 究

を 中 心 と し た 日 本 語

教 育 や 日 本 に お け る

多 言 語 使 用 者 の 言 語

管 理 研 究 に 関 心 が あ

る 。千 葉 大 学 文 学 部 准

教 授 。   
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第 二 は 、 カ リ キ ュ ラ ム の 作 成 に あ た っ て の 現 状 調 査 で あ

る 。 日 本 語 使 用 場 面 に 関 す る 大 規 模 の 調 査 を 欧 州 の 日 本 語

学 習 者 に 対 し 行 い 、 そ の 結 果 を も と に 教 材 作 成 に 必 要 な 言

語 活 動 や 場 面 を 選 別 し て い る 。can-do  s ta tements な ど 、

実 際 生 活 に お い て 外 国 語 運 用 能 力 の 向 上 を 目 指 す こ と が 最

近 の 外 国 語 教 育 の 目 標 と な っ て い る だ け に 教 材 作 成 に お い

て 実 際 の 言 語 使 用 場 面 を 抽 出 す る 作 業 は 欠 か せ な く 、 基 礎

と な っ て い る 。 し か し 、 こ う し た 作 業 を 行 う に あ た っ て 言

語 使 用 者 と 場 面 を 捉 え る た め の 観 点 や フ レ ー ム へ の 言 及 が

な い の は 気 に な る 。 欧 州 に お け る モ ビ リ テ ィ ー の 活 性 化 や

複 言 語 主 義 の 広 が り を 考 え る な ら 、 日 本 語 学 習 者 を 単 純 に

学 習 者 と し て 捉 え る だ け で は な く 、 言 語 使 用 者 、 ま た は 多

言 語 使 用 者 と し て 広 く 捉 え 直 す こ と が 必 要 で あ ろ う 。 ま た

言 語 使 用 場 面 に 関 し て も 日 本 語 が 使 用 さ れ る 場 面 を す べ て

一 つ の 枠 で 見 る の で は な く 、 日 本 語 が 相 手 言 語 と し て 、 あ

る い は 第 三 者 の 言 語 と し て 、 ま た 共 通 言 語 と し て 使 用 さ れ

る こ と を 想 定 し た 、 多 様 な 接 触 場 面 (contact    s i tuat ion      

Neustupný1985)2 の 可 能 性 を 考 え る こ と も 必 要 で あ る

と 言 え よ う 。 鎌 田 （ 2010 ;35） 3 は 日 本 語 運 用 能 力 の 向 上

の た め の 接 触 場 面 の 教 材 化 が 必 要 で あ る こ と を 指 摘 し て お

り 、 そ こ で 述 べ ら れ て い る よ う に 第 二 言 語 の 使 用 に 不 可 欠

な ダ イ ナ ミ ズ ム を 反 映 し た 日 本 語 教 育 の 展 開 が や は り 重 要

で あ ろ う 。   

最 後 に 、 多 言 語 使 用 状 況 に 応 じ た 日 本 語 能 力 の こ と が あ

げ ら れ る 。 日 本 語 を 使 っ た あ る 言 語 活 動 を 考 え る に あ た っ

て 、 一 貫 し て 日 本 語 だ け を 使 用 す る と い う 設 定 は 、 英 語 を

は じ め 複 数 の 外 国 語 が 使 用 で き る 、 い わ ゆ る 多 言 語 使 用 者

が 増 え て い る 今 日 に お い て は あ ま り 現 実 的 で は な い 。 例 え

ば 、 今 回 の プ ロ ジ ェ ク ト の 実 践 報 告 で は 、 日 本 に 入 国 す る

た め に 手 続 き を 行 う 場 面 を 設 定 し 、 関 連 機 関 の ウ ェ ブ サ イ

ト か ら 情 報 を 収 集 す る 活 動 を 想 定 し た 教 材 を 作 成 し て い る 。

し か し 、 日 本 語 使 用 者 が 実 際 に 情 報 収 集 の た め に 使 用 す る

言 語 は 日 本 語 だ け で は な く 、 複 数 の 言 語 を 同 時 に 使 用 す る

こ と も あ り 得 る 。 と く に 、 公 的 機 関 で の 手 続 き の た め の 情

報 収 集 と な る と 、 専 門 的 な 用 語 が 多 く 、 そ の 上 、 手 続 き の

た め に は 正 確 な 理 解 が 要 さ れ る だ け に 日 本 語 使 用 者 は 日 本

語 だ け で は な く 、 英 語 ま た は 自 分 の 母 語 な ど の 複 数 の 言 語

を 使 い 、情 報 収 集 や 理 解 を し て い る こ と は 十 分 考 え ら れ る 。

こ う し た 多 言 語 使 用 の 中 で の 日 本 語 の 使 用 や 必 要 と さ れ る

研究動向・展望   
エッセイ２  
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能 力 に つ い て 考 え る こ と も 必 要 で あ ろ う 。   

以 上 、 ヨ ー ロ ッ パ に お け る 日 本 語 教 育 の プ ロ ジ ェ ク ト の

実 践 報 告 か ら 得 ら れ た 示 唆 を ３ つ と り あ げ て み た 。 多 言 語

環 境 や 複 言 語 主 義 に 基 づ く 外 国 語 教 育 政 策 の 実 践 が 広 が る

な か 、 上 記 で あ げ た 「 共 通 理 解 」、「 接 触 場 面 」、「 多 言 語 使

用 者 」 と い う キ ー ワ ー ド に つ い て 改 め て 考 え て み る こ と は

意 味 の あ る 作 業 で あ り 、 そ れ は ヨ ー ロ ッ パ だ け で は な く 、

多 言 語 環 境 が 広 が る 様 々 な 地 域 に お い て も そ こ で 必 要 と さ

れ る 日 本 語 能 力 や 教 育 の あ り 方 を 考 え る 際 に 重 要 な ヒ ン ト

に な る と 言 え よ う 。   

注 1 ） 2 0 1 4 年 1 月 の B A T J セ ミ ナ ー ( 1 . 2 5 )  

注 2 )  N e u s t u p n ý ,  J . V .  ( 1 9 8 5 )  “ P r o b l e m s  i n  A u s t r a l i a - J a p a n e s e  c o n t a c t  
s i t u a t i o n s ”  I n  P r i d e ,  J .  ( e d . )  C r o s s - c u l t u r a l  E n c o u n t e r s .  M e l b o u r n e :  
R i v e r  S e i n e ,  p p .  4 4 - 6 4 .       

注 3 )  鎌 田 修 （ 2 0 1 0 ） 「 日本語教育の出発点であり、 到 達 点 と し て の 接
触 場 面 −ヨーロッパ、 日 本 、 世 界 を 活 動 の 場 と し て −」 (第 1 5 回 ヨ ー ロ
ッ パ 日 本 語 教 育 シ ン ポ ジ ウ ム 基 調 講 演 資 料 2 0 1 0 . 8 . 2 5 ル ー マ ニ ア    ブ
カ レ ス ト 大 学 に て )  

  

【 ３ ． 2014 年 研 究 大 会 報 告 】   

2014 年 研 究 大 会 を ふ り か え っ て   

杉野    俊子 (大会委員会理事、工学院大学 )  

日 本 言 語 政 策 学 会（ JALP）第 1６ 回 大 会 は    2014 年 6

月 7・ ８ 日 に 千 葉 大 学 で 開 催 さ れ ま し た 。 第 16 回 大 会 は

『 言 語 政 策 研 究 の 立 案 と 実 践 の 融 合 —― 小 学 校 に お け る 多 言

語 状 況 と ボ ト ム ア ッ プ の 言 語 政 策 』 と い う テ ー マ で 、 基 調

講 演 、 シ ン ポ ジ ウ ム 、 一 般 発 表 、 分 科 会 で 興 味 深 い 発 表 と

活 発 な 意 見 交 換 が 行 わ れ ま し た 。   

基 調 講 演 に は 山 崎 吉 朗（ 日 本 外 国 語 教 育 推 進 機 構 理 事 長 ）

を お 招 き し て 、森 住 衛 JALP 会 長 の 司 会 で「 言 語 政 策 研 究

の 立 案 と 実 践 の 融 合 － JACTFL の 設 立 及 び 中 等 教 育 に お

け る 副 言 語 教 育 の 現 状 と 今 後 の 政 策 － 」 に つ い て 講 演 し て

頂 き ま し た 。   

シ ン ポ ジ ウ ム は 次 の 二 つ の テ ー マ で 、 大 会 テ ー マ に そ っ

て 論 じ ら れ ま し た 。   

  

2014 年      

研究大会報
告   
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シ ン ポ ジ ウ ム １ 「 小 学 校 に お け る 多 言 語 状 況 —― 言 語 教 育

政 策 と 教 育 現 場 —― 」   

発 表 １ ： 国 際 理 解 の 視 点 か ら み る こ と ば の 教 育 の 実 践 と

理 論 （ 山 西 優 二    早 稲 田 大 学 ）   

発 表 ２：外 国 語 教 育 の 実 践 研 究（ 阿 部 始 子    工 学 院 大 学・

南 ア ル プ ス 子 ど も の 村 小 学 校 ）   

発 表 ３ ： 総 合 学 習 に お け る 実 践 か ら （ 秦 さ や か    東 京 都

中 野 区 立 新 井 小 学 校 ）   

司 会 ・ 討 論 者 （ 木 村 哲 也    帝 京 大 学 ）   

  

シ ン ポ ジ ウ ム ２ 「 ボ ト ム ア ッ プ の 言 語 政 策 研 究 － 立 案 側

と 現 場 の ギ ャ ッ プ を 埋 め る た め に 」   

発 表 １ ： 立 案 者 と 現 場 と 理 論 の イ ン タ ー フ ェ ー ス —― 移 住

者 の 言 語 問 題 を 対 象 に —― （ 渋 谷 勝 己    大 阪 大 学 ）   

発 表 ２：フ ィ ー ル ド 調 査 か ら 言 語 政 策 へ    （ 猿 橋 順 子    青

山 学 院 大 学 ）   

発 表 ３ ： 言 語 問 題 に 対 す る 単 純 管 理 と 組 織 管 理 —― EU 統

合 の 現 場 か ら —― （ 木 村 護 郎    上 智 大 学 ）   

討 論 者（ S.K .フ ァ ン    神 田 外 語 大 学 ）   司 会（ 村 岡 英 裕    千

葉 大 学 ）   

  

一 般 発 表 に 関 し て は 、 昨 年 に 引 き 続 き 大 変 興 味 深 い テ ー

マ の 発 表 （ ポ ス タ ー を 含 む ） が 増 え 、 若 手 研 究 者 に よ る 多

彩 な 研 究 発 表 は 、 さ ま ざ ま な 国 や 状 況 に お け る 言 語 政 策 ・

少 数 派 に 向 け る 関 心 や 問 題 点 を 浮 き 彫 り に し て い て 勉 強 に

な り ま し た 。   

５ つ の 分 科 会 、「 情 報 保 障 と 日 本 の 言 語 施 策 の 課 題 」、「 真

の グ ロ ー バ ル 人 材 の 育 成 の た め に ー 高 等 学 校 に お け る 複 数

外 国 語 必 修 化 に 向 け て ー 」、「 メ デ ィ ア リ タ ラ シ ー と 言 語 教

育 政 策 の 課 題 」、「 言 語 と 格 差 の 関 係 と 問 題 点 」、「 観 光 と 言

語 」 で は 、 近 年 国 内 や 国 外 で 問 題 な っ て い る 言 語 ・ 教 育 政

策 や 言 語 事 象 に つ い て 各 テ ー マ に そ っ て 貴 重 な 提 案 や 見 解

が 出 さ れ ま し た 。   
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第 １ ６ 回 大 会 を 無 事 に 終 え る こ と が で き た の は 、 JALP

三 役 ・ 大 会 実 行 委 員 ・ 大 会 担 当 委 員 や 事 務 局 の 協 力 の た ま

物 で あ る の は 言 う ま で も あ り ま せ ん 。 特 に 当 番 校 の 村 岡 英

裕 ・ 高 民 定 実 行 委 員 の お 二 人 に は 感 謝 の 意 を 表 し た い と 思

い ま す 。 も ち ろ ん 、 大 会 運 営 と 開 催 は 会 員 の 皆 様 の 日 頃 の

ご 協 力 と ご 支 援 が な け れ ば 成 り 立 ち ま せ ん の で 、 こ こ に 改

め て 会 員 の 皆 様 に お 礼 申 し あ げ ま す 。   

  

      山 崎 吉 朗 氏 （ 基 調 講 演 ）             シ ン ポ ジ ウ ム 1  

  

【 ４ ． 委 員 会 か ら の 報 告 ・ お 知 ら せ 】   

◆ 事 務 局 よ り   

〈 大 会 情 報 〉   

第 17 回 大 会    2015 年 6 月 6 日 （ 土 ）・ 7 日 （ 日 ） 椙

山 女 学 園 大 学 （ 名 古 屋 市 ） で 開 催 し ま す 。   

一 般 発 表 の 申 し 込 み 締 め 切 り は 5 月 15 日 で す 。申 し 込

み の 詳 細 は 12 月 中 旬 ま で に ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 し ま す 。

会 員 皆 様 の 日 頃 の 研 究 成 果 の ご 発 表 を お 待 ち 申 し 上 げ て お

り ま す 。  

 

◆ 学 会 誌 編 集 委 員 会 よ り   

学 会 誌 に 関 わ る 費 用 節 減 の た め 、 大 会 と 研 究 例 会 の 記 録

に つ い て 、 2014 年 以 降 は 学 会 ウ ェ ブ サ イ ト に 掲 載 す る こ

と に な り ま し た 。 理 事 会 で も 承 認 さ れ ま し た の で ご 報 告 し

ま す 。     
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◆ 広 報 委 員 会 よ り   

学 会 、 研 究 会 情 報 等 の 投 稿 を 受 け 付 け ま す 。 ご 希 望 の 方

は 事 務 局 （ ja lp . j imu@gma i l . com） に 、 氏 名 、 所 属 を 添 え

て ご 連 絡 下 さ い 。 原 則 と し て 添 付 フ ァ イ ル は 送 信 で き ま せ

ん の で 、詳 細 が 掲 載 さ れ て い る    HP な ど あ り ま し た ら 、そ

ち ら の ア ド レ ス に リ ン ク を 貼 る よ う に ご 指 示 下 さ い 。   

＊ 	
 ニ ュ ー ズ レ タ ー の 記 事 を 学 会 や 著 者 の 許 可 な く 引 用 ・ 転

写 す る こ と は 禁 止 さ れ て い ま す の で 、ご 注 意 く だ さ い 。  


